
干支のへび 長～くつなげて 運気をアップ  

 1月20日（月）に総合福祉センターで胆振身体障害者福祉協会厚真支部（中川登支部長）の新

年交流会が開催されました。 

 会員や関係者21人が参加し「童心にかえって初笑い」をテーマに、手作りゲームを体験しまし

た。講師はオフィスあっぷ・ろーど代表の上道和恵さん。普段は厚真町の放課後子ども教室のス

タッフとして町内の子ども達に様々な体験プログラムを実施されている上道さんが紹介してくれ

たのは、今年の干支にちなんだ「虹色のへび」というゲームでした。 

 参加者はヘビの頭や胴体などの下絵にクレヨンで色を塗るカードづくりから始め、出来上がっ

たカードを使って同じ色をつなげてヘビを作るというルールでゲームを行いました。順番にカー

ドをめくって一喜一憂。運に左右されながらどれだけ長いヘビが作れるか競いました。 

 他にもチラシを破って作るパズルゲームなど、素朴ながら誰でも一緒に楽しめるという遊びを

体験しつつ会員同士の親睦を深めました。 

   この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

 発行者 社会福祉法人厚真町社会福祉協議会（〒059-1601 北海道勇払郡厚真町京町158番地） 

     TEL 0145-26-7501／FAX 0145-26-7655 ／ホームぺージ https://atsuma-shakyo.or.jp/ 
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令和６年度予算 

厚真町社会福祉協議会の令和５年度決算と令和６年度予算について 

２ あ つ ま 社 協 だ よ り   2025 冬号 

 厳しい寒さが続いておりますが、町民の皆様には地域福祉の推進に多

大なるご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 昨今はガソリン価格の上昇をはじめ円安の影響など様々な要因を背景

に物価の上昇が続いています。またコロナ禍による影響を受けていた経

済活動の回復が期待される一方で、原材料費や人件費の上昇、人材不足

などの懸念などまだまだ厳しい状況です。そのため特に年金生活の高齢

者世帯や社会的に弱い立場の世帯にとっては、生活の先行きに大きな不

安が続いていることと思います。 

 さて厚真町社会福祉協議会は地域の住民や福祉関係者らで構成され地域福祉の推進を担ってき

た団体で、昭和２７年の設立から今年で７２年を迎えます。戦後の混乱期の厳しい時代とその後

の歴史とを簡単に比較できませんが、福祉の課題は常に社会とともに移り変わるものでもあり、

社会福祉協議会も常に新しい課題と向き合っていくことが求められております。 

 これからも厚真町が安心して暮らし続けていきたい町であり続けるよう、地域住民や地域の関

係機関、行政等と連携して、次の世代へと繋げる地域づくりに取り組んでまいりますので、皆様

のご理解とご指導をよろしくお願いいたします。 

ごあいさつ 厚真町社会福祉協議会会長 大 橋  正 治 

収入  支出 （単位：円） 

科 目 決算額 事業区分 決算額 

会費収入 911,200 法人運営事業 45,569,512 

寄附金収入 1,635,957 法人後見事業 8,754,592 

経常経費補助金収入 47,133,096 共同募金配分事業 705,789 

受託金収入 64,015,868 居宅訪問介護事業 10,539,685 

貸付事業収入 230,000 高齢者生活自立支援事業 8,461,450 

事業収入 1,020,800 人工透析患者等送迎サービス 4,625,555 

介護保険事業収入 17,018,990 居宅介護支援事業 8,650,838 

477,370 地域福祉事業 3,306,487 

受取利息配当金収入 1,526 生活支援体制整備事業 6,213,720 

その他の収入 340,858 高齢者共同住宅LSA配置事業 1,398,660 

その他の活動収入 229,751 23,785,769 

  重層的支援体制整備事業 9,304,615 

  相談支援事業 11,187,356 

収入合計(1) 133,015,416 支出合計(2) 142,504,028 

  当期資金収支差額(1)-(2) ▲9,488,612 

  令和６年度事業体制に 

  係る主な変更について 
 

 厚真町社会福祉協議会では、町

から受託している事業のうち、厚

真町地域包括支援センター運営事

業、生活支援体制整備事業、相談

支援事業（基幹相談支援センター

運営事業等）について令和５年度

で終了し、新たな事業者へ業務を

引き継いでいます。 

  

収入  支出 （単位：円） 

科 目 決算額 事業区分 決算額 

会費収入 1,016,000 法人運営事業 41,285,000 

寄附金収入 1,295,000 法人後見事業 3,761,000 

経常経費補助金収入 48,394,000 共同募金配分事業 468,000 

受託金収入 29,204,000 居宅訪問介護事業 13,340,000 

貸付事業収入 600,000 高齢者生活自立支援事業 7,797,000 

事業収入 266,000 人工透析患者等送迎サービス 5,138,000 

介護保険事業収入 19,977,000 居宅介護支援事業 18,150,000 

964,000 地域福祉事業 7,863,000 

受取利息配当金収入 2,000 生活支援体制整備事業 30,000 

その他の収入 20,000 高齢者共同住宅LSA配置事業 1,452,000 

積立資産取崩収入 8,736,000 重層的支援体制整備事業 12,000,000 

区分間繰入金収入 810,000   

収入合計 111,284,000 支出合計 111,284,000 

令和５年度決算 

貸借対照表 （単位：円） 

科 目 決算額 

流動資産 97,567,426 

固定資産  

 基本財産 1,000,000 

 その他の固定資産 81,348,153 

資産の部計 179,915,579 

科 目 決算額 

流動負債 18,372,549 

固定負債 17,652,165 

負債の部計 36,024,714 

純資産の部計 143,890,865 

負債及び純資産の部計 179,915,579 



赤い羽根共同募金運動～厚真町共同募金委員会 

厚真町限定デザインの募金グッズが好評  
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  ご当地ピンバッジ～コレクションにも    
 

 厚真町共同募金委員会では毎年ご当地ピンバッジを製作し、

赤い羽根共同募金運動に活用していますが、令和6年度は製作

期間を早めて4月から様々な機会を通じて赤い羽根共同募金の

ご協力を呼び掛けてきました。 

 公募により優秀作品として選ばれた作品をもとに作成した令

和6年度のご当地ピンバッジは、あつまるくんと海をモチーフにしたデザインが好評で、おかげ

さまで多くの皆様のご協力をいただいております。 

 今回で歴代８作品目となるご当地ピンバッジ。これまでのピンバッジも集めてコレクションし

て下さっている方もいらっしゃいます。町のPRとともに赤い羽根共同募金運動の認知度アップ

にも一役買っています。 
 

 新たにオリジナルシールが登場！  
 

 12月には厚真町共同募金委員会で独自の募金資材と

して、初めてオリジナルシールを3種を製作しまし

た。こちらは、ご当地ピンバッジに応募いただいた優

秀作品3点の図案をもとにしたものです。 

 ご当地ピンバッジは500円以上の募金につき1個、オ

リジナルシールは100円以上の募金につき1枚差し上げ

ています。募金いただく方のお気持ちに応じて、選び

ながらご協力いただくことができ、募金シールにもた

くさんのご協力をいただいています。なお、ご当地限定のピンバッジやシールはイベントの際に

ご案内させていただいているほか、共同募金委員会事務局のある社会福祉協議会事務所で取り

扱っています。 お問い合わせ 厚真町共同募金委員会（社協内）電話0145-26-7501 

第三者委員を選任しました 

 社会福祉協議会では提供してい

る福祉サービスの苦情解決のた

め、第三者委員を設置しており、

このほど委員の改選をしましたの

でお知らせいたします。 
 

 第三者委員 

  ・兵 頭 利 彦 さん 
   （本郷・社会福祉協議会監事） 
 

  ・大 藏 めぐみ さん 
  （共和・有識者（ ））   
 

 【苦情に関するお問い合わせ】 

 厚真町社会福祉協議会（総務担当） 

 電話０１４５－２６－７５０１ 
 

第三者委員 福祉サービスの利用に

ついて利用者等からの苦情相談に、

第三者として中立的な立場から事業

所に助言をしたり、利用者等から苦

情相談を受け付ける担当者です。 

歳末たすけあい事業～地域の思いやりをお届け～ 
 12月1日から地域歳末

たすけあい運動として多

くの町民の皆様や関係団

体などから義援金のご協

力をいただきました。 

 地域歳末たすけあい事

業として、地域からお寄

せいただいた義援金をも

とに、厚真町社会福祉協

議会では、厚真町民生委

員協議会、厚真ライオン

ズクラブ等の協力により、年末に町内の一人暮らし高齢者

世帯を訪問し123世帯に対して「お米3㎏」を贈呈させてい

ただきました。 

 また、町内の一人親世帯、障がい者や要介護者がいらっ

しゃる世帯に対し、歳末見舞金をお届けさせていただくこ

とができました。 

 多くの皆様のご協力にあらためて感謝申し上げます。 
 

（共同募金や歳末たすけあい事業等の詳細は次号に掲載させて

いただく予定です） 

～社協からのお知らせ～ 

2024年度厚真町 

ご当地ピンバッジ 

新登場の募金シール（３種類） 

地域の思いやりがコメられています 
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１２月１３日 風水害テーマに防災講座を開催  
 

 厚真町ボラン

ティアセンター

では、総合福祉

センターで風水

害を想定した防

災講座を開催

し、町民や関係

者など約30人が

参加しました。 

 札幌市のNPO法人防災したっけ代表理事の水口

綾香氏を講師に、「風水害24」というゲーム型の

プログラムを体験しました。 

 参加者は架空の町の高齢者や民生委員、介護者

など様々な立場の住民となり、刻々と接近する台

風の水害から自分の身を守りながら、被害や犠牲

を小さくする行動や防災への備えを疑似的に体験

しました。 

１１月２６日  ６年越しの 

 「ふれあいサロン合同交流会」 

 

「しばらくぶり！」「元気だっ

た？」声を掛け合う参加者の皆さ

ん。令和6年11月26日に、ふれあい

サロン合同交流会を総合福祉セン

ターで開催しました。 

 厚真町社会福祉協議会が地域のボ

ランティア関係者等の協力をいただ

きながら４地区で開催している「ふ

れあいサロン」。合同交流会では普

段のサロンの地区を超えて約170人

が一堂に集まり、ゲームや会食を通

じて、にぎやかに交流を深めること

ができました。 

 この合同交流会は平成30年11月に

開催を予定していましたが、北海道

胆振東部地震発生の影響で中止とな

り、その後もコロナ禍の影響により

開催ができませんでした。実に6年

越しの合同交流会の実現に、関係者

一同感慨を深めました。 

１２月１日 歳末チャリティ演芸大会 
 

12月1日、総

合福祉セン

ターで、厚真

町婦人団体協

議会（森本早

苗会長・新

町）主催の歳

末チャリティ

演芸大会が開催されました。 

 歳末たすけあい運動が始まる12月1日に毎

年開催されているチャリティ演芸大会は44回

の歴史を誇ります。今年は日曜日の開催とな

り、地域のボランティアや芸能サークル、役

場や事業所や社協などの職員有志のほか、宮

坂町長様や遠藤教育長様、議会議員代表も出

演され、それぞれに趣向を凝らした演目で来

場者を楽しませてくださいました。 

７月６日 第５０回胆振管内身体障害者スポーツ大会 

  厚真支部が準優勝 
  

 7月6日（土）にむかわ

町四季の館で開催され

た、第50回胆振管内身体

障害者スポーツ大会に、

同協会の厚真支部から23

人が参加しました。 

 開催地域のボランティアや福祉関係者等が大会運営を

サポートしながら続いてきたスポーツ大会。50回を迎え

たことについて胆振身体障害者福祉協会の堂前文男会長

は「障害者の社会参加の機会として始まった大会。多く

の理解と支援で続いてきた」と感謝を述べられました。 

 競技は各支部対抗でフライングディスクや玉入れな

ど、室内でできる種目を通じて交流を深めました。参加

した6支部のうち厚真支部は準優勝を収めました。 

２０２４年ピックアップ 社会福祉協議会や地域の動き 

ゼッケンをつけて応援 

１０月１１日 胆振東部

３町の身障協会各支部が

厚真町で研修交流 
 

 胆振身体障害者福祉協

会の厚真町、むかわ町、

白老町各支部の研修交流

会が厚真町総合福祉セン

ターで開催され、関係者約60人が参加しました。 

 講演では「無理せず楽しく健康づくり」と題し、株式

会社おでん福祉事業顧問の村上朋子氏が健康への意識や

行動について講演。家で一人でできるストレッチなどを

実践しながら、「楽しく継続することが大切」と身近な

健康づくりの取り組みを呼びかけました。 

地区を超えて交流を深めました 

楽しさが継続のコツ 

いざという時の行動を体験 趣向を凝らした多彩なステージ 
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 社会福祉協議会では4月から町内の小学校に入学されるお子さんがいる

対象世帯へお祝い金を贈呈いたします。対象となる要件をご確認いただき

申請をお願いします。 

 

■贈呈金額 新入学児童1人について 2万円 
 

■対象世帯 町内小学校への新入学児童がいる世帯（所得基準があります） 
 

■所得基準 2人世帯～240万円まで  3人世帯～300万円まで 

       4人世帯～360万円まで  5人世帯～420万円まで 

               以下、1人増えるごとに60万円を加算 

               ※生活保護費受給世帯は対象なりません。 
 

■   ①申込書  ②同意書（①、②の様式は窓口にあります） 

③世帯の収入を確認できるもの（令和6年の給与所得の源泉

徴収票の写しなど）④印鑑 ⑤通帳（振込先口座の確認） 
 

■受付期間 令和7年2月3日（月）～2月28日（金） 
 

■申し込み・お問い合わせ窓口 厚真町社会福祉協議会 電話0145-26-7501 

新入学児童のご家庭へお祝い金贈呈【申請受付中】 

 社会福祉協議会では町民

の皆様に対し、車椅子対応

の福祉車両をお貸ししてい

ます。 

 車両の貸し出しは無料で

で、使用にかかる燃料等の

経費のみ利用者にご負担い

ただいています。 

 車両の貸し出しの申し込

みは原則として１ヶ月前か

ら２週間前までとお願いし

ています。車両が限られており業務でも使用している車

両のため急なご相談の場合は貸し出しができない場合が

ありますのでご了承ください。 

 また、安全にお使いいただくため初めてご利用される

場合は、車両の仕様や使い方などを事前にお確かめいた

だくことをお願いいたします。 

 

 ■福祉車両の貸し出し 

 ・利 用 料 無料（燃料代は自己負担となります） 
 

 ・利用対象 町内在住者（個人）、福祉関係団体など 
       （運転する方は３年以上の運転経験が必要） 
 

  ・申し込み 原則として2週間前までに社会福祉協議会 

       の窓口で申請書に記入してください。 
      （運転する方の運転免許証の提示が必要） 
 

 

 ・申し込み・お問い合わせ窓口 

  厚真町社会福祉協議会 電話 0145-26-7501 

  （厚真町京町158番地） 

 福祉車両を 

 お貸ししています 

 お困りごとのご相談 

 社協の「心配ごと相談所」 
  

 社会福祉協議会では、身近な福祉

の相談窓口として「心配ごと相談

所」を開設しています。 

 地域の民生委員児童委員や社協の

専門職員などがご相談に応じていま

す。ご相談の秘密は守られます。内

容によりご同意をいただき他機関へ

適切にご紹介するなど課題の解決の

お手伝いをいたします。 
   

     お問い合わせ 

   厚真町社会福祉協議会 

   電話0145-26-7501 

申請書の様式は窓口の

ほかホームページにも

掲載しています 
URL https://atsuma-

shakyo.or.jp/ 

 

 

 

 生活や就労などの総合相談窓口 

   いぶりサポートセンター 
 

 仕事や生活の悩

み・不安をお持ちの

方々のための総合相

談窓口です。 
 

 相談の秘密は厳守されますので安

心してご相談ください。 
 

 いぶりサポートセンター 

 電話：0143-84-9262  
         （相談無料） 
 

 

 住所 室蘭市中央町３丁目5-13 

    SK室蘭中央ビル5F 

車椅子スロープ付きの車両 



ご 寄 附 

社会福祉協議会へのご寄附 

 

（令和6年1月～3月） 

青 木 和 江 様（幌 内） 

川 岸 クニ子 様（美 里） 

渡 邉 敏 一 様（富 里） 

   様（京  町） 

      ほか匿名 1件      

合計 220,000円(5件） 

 

桐 木 吉 晴 様（軽 舞） 

高 橋 洋 子 様（宇 隆） 

橋 本 カズ子 様（高 丘） 

中 山    章 様（上厚真） 

山 下 律 子 様（京 町） 

長 橋 義 治 様（鯉 沼） 

奥 井 幸太郎 様（豊 川） 

得 地 澄 子 様（東 和） 

斉 藤 康 昭 様（軽 舞）

加 藤 恒 光 様（新 町） 

沼 田 利 江 様（東 和） 

上 田 ナツエ 様（豊 沢） 

畑 嶋 賢 蔵 様（東 和） 

畑 嶋    昭 様（東 和） 

山 川 照 子 様（桜 丘） 

髙 辻 健 司 様（本 郷） 

村 本 智恵子 様（豊 丘） 

栃 木 猛 潤 様（豊 丘） 

岩 田 善 行 様（美 里） 

藤 澤 千枝子 様（共 和） 
 

専 厚 寺 婦 人 会 様（桜 丘） 
 

ほ っ と サ ロ ン  様 

野菜提出者一同 様（表 町） 

にわとりクラブ 様（札幌市） 

合計 1,150,000円（25件） 
 

（ご芳名は同意をいただいた方のみ掲

載しています） 
 

 温かい善意に 
   感謝申し上げます 

 

（編集後記） 

 「社協だより」の発行が大幅に遅れましたことをお詫び申し上

げます。社会福祉協議会の活動はもとより、地域の福祉活動に関

する情報などをお伝えできるよう、親しまれる紙面づくりに取り

組んでまいりますので、ご意見やご感想などをお寄せいただけれ

ば幸いです。これからもどうぞよろしくお願いいたします。  

６ あ つ ま 社 協 だ よ り   2025 冬号 

 

令和６年度厚真町社会福祉協議会会長表彰 
 

社会福祉協議会に対し多額のご寄附をされた個人や団体への

感謝（7個人）（令和6年6月26日） 
 

 仲 川 喜代美 様（埼玉県） 大 垣  良 昭 様（豊  沢） 

 新 田  広 行 様（札幌市） 石 井    勉 様（富 里） 

 佐 藤  忠 美 様（表  町） 藤 井  隆 之 様（表  町） 

 青 木  和 江 様（幌  内） 

 

厚真町遺族会会長表彰 
（令和6年8月23日） 

 

長年にわたり厚真町遺族会の役

員として尽力された方（1人） 
 

 窪 田  久 雄 様（本  郷） 
 

北海道連合遺族会理事長表彰 
（令和6年10月10日） 

 

長年にわたり厚真町遺族会の役

員として尽力された方（2人） 
 

 上 村  正 夫 様（鹿  沼） 

 山 口  清 光 様（本  郷） 

胆振地区老人クラブ連合会功

労者表彰（令和6年5月29日） 
 

長年にわたり厚真町老人クラブ

クラブ連合会の役員として尽力

された方（3人） 
 

 桐 木 松 一 様（豊松会） 

 長谷川 幸 子 様（ ） 

 滝    悦 子 様（ ） 

 

      リングプルや 

       エコキャップの 

        収集活動について 
 

 厚真町ボランティアセン

ターでは、町内ボランティ

ア団体「あつまっぷる」と

連携し、リングプルやエコ

キャップ（ペットボトルの

蓋）収集を行っています。 

 集められたリングプルや

エコキャップは、ボラン

ティア団体を通じて、売却

益による車椅子の購入・寄

贈の取り組みや障がい者施

設での活動資材等として役

立てられます。 
 

お問い合わせ 

電話0145-26-7501  

胆振身体障害者福祉協会厚真

支部長表彰
 

長年にわたり胆振身体障害者福

祉協会厚真支部の役員として尽

力された方（2人） 
 

 河 口 紀久江 様（錦 町） 

 桐 木 信 子 様（軽 舞） 


